
 

 1 

資料G2・伊豆沼干拓史 
 宮城県・若柳町中央公民館が、作成したスライド構成の「伊豆沼干拓」
を若柳町中央公民館の了解を得て、若柳ロータリークラブが伊豆沼内沼環

境教育教材の一部としてCD ROM版を作成した． 

 
１） 水田地帯に広がる大きな沼，「伊豆沼」 
 
２） そこには，魚が泳ぎ，草花が咲き乱れ，鳥たちが
飛び交い，様々な生き物が生息しています． 

 
３） この大自然に満ちた伊豆沼も，昔はもっと広い沼
でした．しかし，長い歴史の中で，干拓によって
水田になったところもあるのです．では伊豆沼の
姿は，どのように変ってきたのでしょうか． 

 
４） 「伊豆沼干拓」（タイトル） 
 
５） 伊豆沼は、宮城県の北部、若柳町・築館町・迫町
にまたがる、県内で最も大きい沼です。 

 
６） 現在、周囲が１１．９㎞、湖水面積２．８９km2
あり、低地にある淡水湖としては、東北地方で青
森県の小川原湖に次ぐ大きさを誇っています。 

 
７） 内陸にありながらも寒暖の少ない温暖な気候に
恵まれ、ハスをはじめとする水性植物や 

 
８） 鳥類・両生類・昆虫類など多種多様な生物の生息
地にもなっており、 

 
９） 冬にはガンやカモ、ハクチョウなど渡り鳥の飛来
地として日本一を誇っています。 

 
１０） このように多くの動・植物が生息できるのは、
沼の深さが約１．５ｍと浅く、流れがほとんどな
いことと、 

 
１１） それを囲むヨシ・堤防・水田・田畑・丘陵な
どの環境が、お互いに複雑につながり合っている
からと考えられています。 

 
１２） この付近の貝塚の分布から、かつては海であ
ったと考えられ、また、縄文時代や弥生時代の遺
跡が発見されていることから、古くから人々が住
みついていたと言われています。ではこの伊豆沼
はどのようにしてできたのでしょう．  

 
１３） この地方も、大昔は海の入江でした。縄文時
代初期になってからも海辺で、現在のような地形

が形成されてからも低湿地帯として残っていた
と考えられます。 

 
１４） 更に、栗駒山を源流とする一迫川・二迫川・
三迫川の３つの川が合流した迫川が、中流部の低
地に入ってから流速を緩め、長い間に低湿地帯に
土砂を積み重ねて、自然堤防を作っていきました。 

 
１５） そこにだんだん水が滞って後背湿地といわ
れる排水不良の低地ができ、次第に沼になってい
ったといわれています。 

 
１６） このようにしてできた湖沼は「低地湖沼」と
呼ばれ、伊豆沼のほかに内沼・長沼・船越沼・杭
が浦沼など大小たくさんあり、伊豆沼付近は低湿
地が広がる一大湖沼群でした。  

 
１７） 伊豆沼は、古くは「大沼」と言われ、周囲が
約２９㎞、面積が約４．２km2あり、その周囲一
帯は、藩政時代初期までは「野谷地」として放置
されていました。 

 
１８） ただ、周囲の村々が「入会（いりあい）」と
いう特定の権利を持って、草やヨシ・カヤなどを
馬の餌や田畑の刈敷用に刈り取る程度しか利用
されていなかったと言われています。 

 
１９） 室町時代や戦国時代，武士は農業をしながら
の武士だったので，丘陵の根岸や河岸の自然堤防
しか開墾されておらず，それ程多くの土地は持っ
ていませんでした． 

 
２０） 仙台藩で開墾が盛んに行われたのは、関ヶ原
の戦いの後、約７０年間の正宗・忠宗の時代で、
米穀の増収を図るための積極的な財政制作とし
て、新田開発など原野開墾が、また、沼や沢の干
拓が行われていったそうです。 

 
２１） 特に開墾が盛んだったのは、二代藩主・忠宗
のころで、仙台藩の禄高６２万石と明らかになっ
たのも忠宗の時代です。 

 
２２） また、忠宗の開墾奨励の一因と思われるもの
に、１６３７年（寛永１４年）の大水害があり、
６月２３日から４日間降り続いた大雨により、そ
の被害が仙台領全体に及んだそうです。  

 
２３） その復旧のために、幕府から銀５,０００貫
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を借用したことが、いやが上にも忠宗の開墾熱を
あおったと言われています。 

２４） また、開墾は、米穀の増収を図るほかに、家
中の武士及び百姓の二・三男対策であったとも言
われています。  

 
２５） 伊豆沼の周辺地域が開墾されるようになっ
たのも、二代藩主・忠宗のころです。 

 
２６） １６４３年（寛永２０年）にできた伊豆野堰
や、１６５１年（慶安４年）にできた板倉堰によ
って迫川流域の開墾が進み、 

 
２７） １６８１年（天和元年）には、岩出山三代城
主・伊達弾正敏親によって若柳の南部・新田地区
の開墾が行われました。この地区は、部落を水害
から守るために周りを堤防で囲んだ「輪中部落」
で、「弾正新田」と言われています。 

 
２８） 更に、１６８５年（貞亨２年）には、仙台藩
により三方島に約１．８㎞に及ぶ迫川の堤防が築
かれ、同時に従来の荒川堀の水路を変更して、現
在の位置に幅と深さを拡げた荒川新堀が掘られ
ました。 

 
２９） このことによって、伊豆沼の水を迫川に流し
て水位を下げることができ、伊豆沼周辺の野谷地
が水田に開墾されていったそうです。 

 
３０） このように、藩政治代の開墾は、用水堀を掘
り、迫川に堤防を築くことによって北部の方から
次第に南下するとともに、東部から西部へと進め
られていき、伊豆沼周辺の開墾可能な地域が次々
と水田になっていったのでした。 

 
３１） しかし、これ以降の藩政時代には大きな開墾
は行われず、さらにその続きの広大な湿地である
伊豆沼沿岸は、干拓の願いが出され計画もされた
のですが実現したものはなく、ほとんど大正・昭
和の年代に持ち越されて行きました。 

 
３２） 記録によると、１７３３年（享帆１８年）畑
岡村肝入・佐助が伊豆沼周辺を干拓すること、さ
らに、沼周辺の村を水害から救うために、沼の水
を排水する堰を堀り開くことを大肝入に願い出
ました。 

 
３３） また１７６０年（宝暦１０年）には近年引き
続く日照りで伊豆沼が干上がってきたため、伊豆
沼周辺の村々から干拓することの願いが出され

ました。  
 
３４） しかし、これらは、下流の登米郡南方村・北
方村などの農民が、干拓によって遊水池としとの
面積が狭められ、村々への水害増大を懸念し反対
したため、ほとんど手が付けられなかったそうで
す。 

 
３５） 低湿地を開墾して造成された伊豆沼周辺の
水田は、常に水害の危険にさらされていました。 

 
３６） 特に、迫川の水位が高くなると、ふだんは沼
の水を排水する荒川が、反対に迫川の水を沼に運
ぶ水路になってしまうからでした。 

 
３７） そこで、逆流を防ぐため、北方村泥内に水門
を設け、１７９６六年（寛政８年）に現在の仮屋
に移されました。 

 
３８） 明治９年，２６年には若柳町他５ヶ村組合に
よって造り替えられ、大正２年には現在のコンク
リ－ト水門に造り替えられました。 

 
３９） この水門によって、一応迫川の逆流を防ぐこ
とはできたのですが、大雨のときは、上流の落堀
やその他大小の堀からの水が伊豆沼に集まるた
め、依然として耕地は水害の惨事を免れることは
できませんでした。 

 
４０） そこで、昭和２年に若柳町・畑岡村・志波姫・
玉沢村・北方村・新田村の１町５ヶ村によって「伊
豆沼沿岸耕地整理組合」が設立され、湖岸干拓工
事が行われることになりました。 

 
４１） この工事は、昭和２年より１０ヶ年で県営工
事と組合工事の双方によって行われ、総工費１,
７７９,６７１円を費やして、用水路の整備や排
水機場を設置するとともに、１,４５８町歩の耕
地を整理し、更に国有の沼地３３町歩が干拓され
ました。 

 
４２） これらは、この組合の中の区ごとの耕地整理
組合によって工事が進められたのですが、赤い部
分は畑岡村４代村長・二階堂惣左衛門が、自分の
お金で開墾したものです。 

 
４３） 特に、この組合の工事は、従来の自然排水に
対し電力を利用した機械排水の設備を配置した
ことが特徴で、自然排水ではどうにもできなかっ
た伊豆沼周辺の土地改良を大きく前進させたと
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言われており、実質的に伊豆沼干拓を推進したの
はこの耕地整理組合の湖岸干拓工事と言われて
います。 

 
４４） その後、昭和８年、湖岸干拓工事完了ともに
伊豆沼沿岸耕地整理組合が、伊豆沼干拓を願い出
て、１４年に工事が許可されました。しかし一方
では、１３年に周辺３ヶ村の農民５００名が、伊
豆沼干拓耕作同盟会を結成し、国会へ国営干拓の
誓願書を提出して採択されました。また伊豆沼国
営干拓期成同盟会も国営干拓の運動を進めたた
め、耕地整理組合の工事は実施までは至らなかっ
たそうです。 

 
４５） そのころ、日本では、昭和１２年の日中戦争
の勃発、昭和１６年の太平洋戦争の勃発などによ
り、日本国中が戦争の渦の中に巻き込まれていき、
食糧の増産が急務となっていきました。 

 
４６） さらに、昭和１８年、食糧増産を目的とした
皇国農村確立・標準農村建設運動が行われ、伊豆
沼・長沼の干拓により耕地拡張が時代の要請とし
て再び取り上げられるようになったのです。 

 
４７） そのような背景の中で、昭和１６年に農地開
発方が公布され、農地開発営団による国営開発の
方式が決定し、永年の懸案であった伊豆沼の干拓
が具体化されて入ったのでした。  

 
４８） かくして工事は、図のように，第一工区から
第三工区に分けて、沼の中に堤防を築き、水を排
出して整地する締切堤防方式で行われて行きま
した。 

 
４９） はじめはトロッコを押して土砂を運び堤防
を築いていったのですが、しだいに馬にトロッコ
を引かせるようになり、さらに機関車を使ってト
ロッコを引かせたそうです。 

 
５０） 第一工区は、昭和１６年に農地開発営団の発
足とともに工事が始められました。しかし、２２
年に農地開発営団が機関閉鎖したため国営干拓
事業となり、２３年から宮城県が代行して工事を
継続しました。 

 
５１） そして、２３年５月に総事業費２,８３７千
円を費やして９０ｈa が干拓され、７７．７ｈa
の農地が完成しました。その農地は沼周辺の農家
２５０戸に売り渡されました。 

 

５２） また、第二工区・第三工区は、戦局悪化のた
め新規事業が全て中止されたために着工されま
せんでした。そして終戦後の混乱期に、復員や外
地からの引き上げ、また軍需工場の閉鎖などによ
る失業者が続出し、人口の急増による食糧需給が
一層窮迫したため、戦前の計画が再び脚光を浴び
ることになったそうです。 

 
５３） こうして、畑岡村と新田村にまたがる第二工
区は、昭和２１年に畑岡村農業会によって緊急開
拓委託事業として着手され、２３年からは代行干
拓事業として、宮城県が工事を継続しました。 

 
５４） しかし、沼の水量が多くなる夏の時期は南風
が強く波が荒かったため、築いた堤防の土が流失
してなかなか工事が進まなかったそうです。 

 
５５） そのような中で、予算の関係で２５年から２
８年まで一旦工事が中止されましたが、やっと３
９年に総事業費２２７,１７１千円を費やして１
３０．２ｈa が干拓され、１０５．２ｈa の農地
が完成しました。その農地は周辺農家６７２戸に
ほとんどが配分方式で売り渡されました。 

 
５６） この第二工区において、迫町と若柳町との間
に伊豆沼公有水面における境界争いがあったそ
うです。 

 
５７） これは、昭和１７年に第二工区の干拓が計画
されたとき、畑岡村と新田村において境界協定が
行われたのですが、工事中の３５年に宮城県が工
事計画作成のため若柳町および迫町と協議をし
た際、境界について両町の意見に食い違いができ
てきました。 

 
５８） そのため、３６年から県が仲介役となり、両
町から特別交渉員６名を選出して交渉や協議が
重ねられました。しかし、合意に達しなかったた
め、両町とも知事に境界裁定を申請し、３８年に
知事の裁定に両町とも同意して現在の境界が決
まったそうです。 

 
５９） このように、工事が終るころ境界が決まった
ため、第二工区には１反の田を両町にまたがって
耕作しているところもあるのです。 

 
６０） また第三工区も、昭和２２年に新田村によっ
て農地開発緊急開拓委託事業として着手され、２
３年からは代行干拓事業として宮城県が工事を
継続しました。しかし２９年に完成予定だったの



 

 4 

ですが、工区が広いために工事が遅れ、 
 
６１） ３１年に総事業費１０１,６２５千円を費や
して１１７．６ｈaを干拓、９３．７５ｈa 農地
が入植農家を含め１７２戸の農家に売り渡され
ました。 

６２） このようにして、湖面の約三分の一が干拓さ
れてできた開田は、工事以前からその工区で耕作
していた人はもちろん、零細農家の経営規模拡大
をもねらいとして、周辺農家に売り渡されたそう
です。 

 
６３） また、この工事の特徴として、第二工区・第
三工区の堤防に約１６０ｍの溢流堤が設けられ
たことです。 

 
６４） この溢流堤とは、大雨などで伊豆沼の水が溢
れるくらいの大水となっったと時に、既成田を守
るため、第二工区・第三工区に水を入れるように
締切堤防より約７０㎝低くした堤防のことです。 

 
６５） 従って、第二工区・第三工区は不完全干拓と
いわれ、増水の時、遊水池としての機能を果たす
ところでもあるのです。しかし、その際、国や県
からの補償はなく、それが売り渡しの条件だった
そうです。 

 
６６） 幸い、いままでそのようなことはなかったも
のの、昭和５５年、５６年や６１年の大雨のとき
は、やはり自分の田を守ろうということで、第二
工区・第三工区の溢流堤に土嚢を積み上げ、水を
越えさせなかったことがあり、下流の荒川堤防の
決壊を恐れる地域の人々との間に争いが起きた
こともありました。   

 
６７） その事がきっかけとなり、宮城県が堤防の高
さを計ったところ、長い間に堤防や溢流堤が沈下
していたことがわかり、昭和６１年に元の高さに
復元する工事が行われました。 

 
６８） このように、藩政時代に初めて計画されてか
ら、実に２３０年もかかって伊豆沼の部分干拓が
完了し、いまの伊豆沼の姿になったのです。 

 
６９） そして、現在は水鳥の楽園と言われるように、
自然豊かな伊豆沼として多くの人々に親しまれ
ています。 

 
７０） 昭和５６年に、築館町・迫町・若柳町の４,
７７０世帯を対象として実施アンケ－トによる

と、 
       伊豆沼のイメ－ジは、鳥類の楽園としてすぐれ
た自然環境を有しているが、４６．６％、また、ガン・
カモ類による農作物への被害源が、２６％、栗駒山と
一体とした観光資源として貴重な地域が、１５．１％、
そして、農業・漁業などに大きな役割を果たしている
が、１１．５％などとなっており、 
 
７１） また、今後どのようにしていくべきかに対し
ては、積極的に保全して後世に継承していくべき
が、４４．６％、積極的に利用して行くべきが、
２６％、そして、現状のままでいくべきが、１５．
１％などとなっており、自然豊かな伊豆沼に対す
る地域の大きな期待が感じられます。 

 
７２） また、昭和４２年には国の天然記念物に指定
され、昭和６０年には、内沼と共に、「特に水鳥
の生息地として国際的に重要な湿地に関する条
約・ラムサ－ル条約」の登録地として指定されま
した。                                              

      このように国の責任においても伊豆沼の自然を
守っていくようになり、まさしく、  
    世界の伊豆沼となったのです。 
 
７３） しかし、水質管理の問題や、沼の水位による
水田や動植物への影響など水位管理の問題があ
り、 

 
７４） また、観光資源と漁業資源など地域振興にお
ける利用と活用の問題、そして、自然とのふれあ
いから動植物の生態等について学ぶ場とするた
めの保全の問題など、地域住民の生活に深い結び
付きのある伊豆沼には、多くの問題があると言わ
れています。 

 
７５） それら、問題解決のためには、国や県・町そ
して地域が一体となって、その対策を構じていか
なければなりません。 

 
７６） そのような中で私達にできることは、伊豆沼
を汚さない運動、また、ゴミ拾いなど伊豆沼清掃
を心がけ進めていくことです。 

 
７７） 大昔から、さ様々な動植物が生息し、人々の
歴史と共に生きてきた伊豆沼。そして今もなお、
その素晴らしい自然を残し、これからの私達に大
きな夢を抱かせる伊豆沼。  

 
７８） このように自然保護と活用の両面性をもっ
たこの伊豆沼を、私達は、更に素晴らしい伊豆沼
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として、後世に引き継いでいかなければなりませ
ん。 

 
７９） （終わり） 
 
８０） 制作 ： 若柳町中央公民館（ 二階堂 秀紀 

高橋 幸弘） 
         協力 ：写 真； 川嶋保美・笠原啓一 
 
（昭和６２年度全国自作教材コンクール出品作品）

 
スライド番号---フィルム上の番号 対応表  
 (80枚)         
================================== 
１   １－１ 
２   １－２ 
３   １－３ 
４   １－４ 
５   １－５  
  
６   １－６ 
７   １－７  
  
８   １－８ 
９   １－９ 
１０   １－１０ 
１１   １－１１  
  
１２   １－１２ 
１３   １－１３  
１４   １－１４  
  
１５   １－１５ 
１６   １－１６ 
１７   １－１７ 
１８   １－１８ 
１９   １－１９ 
２０   １－２０ 
２１   １－２１ 
２２   １－２２ 
２３   １－２３ 
２４   １－２４ 
２５   １－２５ 
２６   １－２６ 
２７   １－２８ 

       （１－２７は不使用） 
２８   １－２９ 
２９   １－３０ 
３０   １－３１ 
３１   １－３２ 
３２   １－３３ 
３３   １－３４ 
３４   １－３５ 
３５   １－３６ 

３６   １－E 
３７   ２－１A 
３８   ２－2A 
３９   2-3A 
４０   2-4A 
４１   2-5A 
４２   2-6A 
４３   2-7A 
４４   2-8A 
４５   2-9A 
４６   2-10A 
４７   2-11A 
４８   2-12A 
４９   2-13A 
５０   2-14A 
５１   2-15A 
５２   2-16A 
５３   2-17A 
５４   2-18A 
５５   2-19A 
５６   2-20A 
５７   2-21A 
５８   2-22A 
５９   2-23A 
６０   2-24A 
６１   2-25A 
６２   2-26A 
６３   2-27A 
６４   2-28A 
６５   2-29A 
６６   2-30A 
６７   2-31A 
６８   2-32A 
６９   2-33A 
７０   2-34A 
７１   2-35A 
７２   2-36A 
７３   2-E 
７４   3-0A 
７５   3-1A 
７６   3-2A 
７７   3-3A 
７８   3-4A 
７９   3-5A 
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８０   3-6A ============================== 
 


